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【全体運】 用事は後回しにせず処理するのがトラブル防止の秘訣。
テレビやネットでは役立つ情報を入手できそう
【健康運】 関節を柔らかく保つストレッチを取り入れて
【幸運を呼ぶ食べ物】 ツルムラサキ
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『重点事項』

 ①事業戦略の策定・実践を通じた目標

　 事業利益の確保

 ②経営・営農企画機能の高度化による

　 総合事業体としての機能の発揮

 ③財務・経営基準、県域事業方針の実

　 現に向けた実践計画の策定

大 会 ス ロ ー ガ ン
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